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4. 冷凍食品専門店

① Iceland 冷凍食品SM／ディスカウンター

② Picard イオンさんの業務提携店

③ COOK アップスケール型 専門店
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【ICELAND】

アイスランド。

イギリス最大の冷凍食品を中心に品揃えする
食品ディスカウンター。

イギリスには、
・ICELAND(全英に約1,000店舗)
・ FarmFoods(全英に約350店舗)

の2つの冷凍食品を全面に出すチェーンがあります。

今回は、
FarmFoodsには行くチャンスがありませんでした。
以前、視察した事があります。

どちらかと言えば、両社とも低所得層の方々が
住む街に立地が多いと思います。
いずれもディスカウンターです。

イギリス
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地下鉄のFulham Broadway駅からすぐの場所です。
Uber Eats による配送サービスをしているようです。
レストランやファーストフーズの料理だけでなく、スーパーマーケットの食品まで配達する。
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お店を入っていきなり、特売品が並びます。
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青果の品揃えも、
昔から比べると、かなり充実して来たように思います。
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卵が10個 1.79ポンド。
日本円で約300円。
ロンドンにしたら、むちゃくちゃ安い
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店内はかなりの本数の
冷凍ストッカーが並びます
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GREGGS(グレッグス)と言う、

イギリスでは有名なパイやドーナツを売る
ファーストフーズチェーンの冷凍食品。
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特売品がアイランドケースにズラーっと並びます。
また、「当日配送無料」のポップも。
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【picard】ピカール

ビオセボンと同じ時期にイオンさんが業務提携。

今から20年くらい前、
ある団体視察でフランスに来た時、

自由時間の時、
一人で街を歩いていて、たまたまpicardを発見。

その頃は、日本ではピカールは、一切、報道されて
いなかった。だからその存在さえも知らなかった。

そして、店内に入るや、冷凍食品しか置いていない
ことに衝撃を受けた。

フランス
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まず、
日本じゃ絶対に成立しない業態だと感じた。
・何せ寒々しい。
・生鮮が一切ない。
こんなの日本人が受け入れるはずはないと。

そして、その時(夕方)、
40歳くらい？の女性が小さな女の子を連れて店内で、

まるで、
「今晩、どれにする？」と言うような雰囲気の光景
を見て、さらに衝撃を受けた。

まさか、冷凍食品が晩御飯？と。
その後、何度かフランスに来て、さらに数回訪問。
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そして、
現地の女性ガイドさん(日本人)の方が、
「私はガイドをしているので帰宅時間が不規則です。
picardが無ければ子育てができません。それくらい
大切なお店です」と聞き、
段々とpicardへの見方が変わって来た。

そして、
10年くらい前から、ロングライフと言う概念に意識
が行くようになり、
Ready  Mealと言う言葉を知り、さらに見方が変
わった。

絶対に日本に来ると。

そして、イオンさんと提携した。
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【COOK】クック

アップスケールの冷凍食品専門店「COOK 」に

行って来ました。

以前よく行っていたお店が閉店し、

Clapham(クラッパム)にあるCOOKです。

地下鉄駅からCOOKまでは、

瀟洒な住宅街を抜けて行きます。

COOKは、角地にありました。

店の前には、宅配用の車がありました。
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イギリス
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